
(57)【要約】

【課題】ボイラの負荷追従性を一層向上させるとともに

、主バーナの停止中における熱損失を一層低減させ、さ

らに点火用バーナの燃焼の安定化を達成することである

。

【解決手段】主バーナ４，この主バーナ４の点火用バー

ナ５および前記各バーナ４，５へ燃焼用空気を供給する

送風機６を備え、負荷に応じて前記主バーナ４の燃焼量

を調整するボイラ１の燃焼制御方法において、前記主バ

ーナ４の停止中、前記点火用バーナ５を作動させるとと

もに、前記送風機６を前記主バーナ４の最小燃焼量時の

送風量よりも少ない送風量で作動させる。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
主 バ ー ナ ４ ， こ の 主 バ ー ナ ４ の 点 火 用 バ ー ナ ５ お よ び 前 記 各 バ ー ナ ４ ， ５ へ 燃 焼 用 空 気 を
供 給 す る 送 風 機 ６ を 備 え 、 負 荷 に 応 じ て 前 記 主 バ ー ナ ４ の 燃 焼 量 を 調 整 す る ボ イ ラ １ の 燃
焼 制 御 方 法 に お い て 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 停 止 中 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ を 作 動 さ せ る と と も
に 、 前 記 送 風 機 ６ を 前 記 主 バ ー ナ ４ の 最 小 燃 焼 量 時 の 送 風 量 よ り も 少 な い 送 風 量 で 作 動 さ
せ る こ と を 特 徴 と す る ボ イ ラ の 燃 焼 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
主 バ ー ナ ４ ， こ の 主 バ ー ナ ４ の 点 火 用 バ ー ナ ５ ， 前 記 各 バ ー ナ ４ ， ５ へ 燃 焼 用 空 気 を 供 給
す る 送 風 機 ６ ， こ の 送 風 機 ６ か ら 前 記 主 バ ー ナ ４ へ の 第 一 空 気 流 路 ９ お よ び 前 記 送 風 機 ６
か ら 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ へ の 第 二 空 気 流 路 １ １ を 備 え 、 負 荷 に 応 じ て 前 記 主 バ ー ナ ４ の 燃
焼 量 を 調 整 す る ボ イ ラ １ の 燃 焼 制 御 方 法 に お い て 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 停 止 中 、 前 記 点 火 用
バ ー ナ ５ を 作 動 さ せ る と と も に 、 前 記 送 風 機 ６ を 前 記 主 バ ー ナ ４ の 最 小 燃 焼 量 時 の 送 風 量
よ り 少 な い 送 風 量 で 作 動 さ せ 、 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ を 絞 る こ と を 特 徴 と す る ボ イ ラ の 燃 焼
制 御 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
主 バ ー ナ ４ と 、 こ の 主 バ ー ナ ４ の 点 火 用 バ ー ナ ５ と 、 前 記 各 バ ー ナ ４ ， ５ へ 燃 焼 用 空 気 を
供 給 す る 送 風 機 ６ と 、 こ の 送 風 機 ６ か ら 前 記 主 バ ー ナ ４ へ 燃 焼 用 空 気 を 供 給 す る 第 一 空 気
流 路 ９ と 、 前 記 送 風 機 ６ か ら 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ へ 燃 焼 用 空 気 を 供 給 す る 第 二 空 気 流 路 １
１ と 、 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ に 設 け ら れ た 絞 り 手 段 １ ０ と 、 前 記 送 風 機 ６ の 送 風 量 調 整 手 段
１ ２ と 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 停 止 中 、 前 記 送 風 量 調 整 手 段 １ ２ に よ っ て 前 記 送 風 機 ６ を 前 記
主 バ ー ナ ４ の 最 小 燃 焼 量 時 の 送 風 量 よ り 少 な い 送 風 量 で 作 動 さ せ る と と も に 、 前 記 点 火 用
バ ー ナ ５ を 作 動 さ せ 、 前 記 絞 り 手 段 １ ０ を 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ を 絞 る よ う に 作 動 さ せ る 制
御 手 段 １ ４ と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ボ イ ラ の 燃 焼 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 ボ イ ラ の 燃 焼 制 御 方 法 お よ び そ の 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
通 常 、 ボ イ ラ の 燃 焼 制 御 方 法 に お い て は 、 前 記 ボ イ ラ の 缶 内 の 蒸 気 圧 に 基 づ い て 、 主 バ ー
ナ の 燃 焼 お よ び 停 止 を 制 御 し て い る 。 す な わ ち 、 前 記 缶 内 の 蒸 気 圧 が 設 定 値 を 越 え る と 、
前 記 主 バ ー ナ を 停 止 さ せ 、 前 記 設 定 値 を 下 回 る と 燃 焼 さ せ て い る 。 前 記 主 バ ー ナ の 燃 焼 を
開 始 さ せ る 際 に は 、 前 記 ボ イ ラ 内 を 掃 気 す る た め の プ レ パ ー ジ が 行 わ れ て い る 。 ま た 、 前
記 ボ イ ラ に よ っ て は 、 前 記 主 バ ー ナ を 停 止 さ せ る 際 に も 、 前 記 ボ イ ラ 内 を 掃 気 す る た め の
ポ ス ト パ ー ジ が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し た が っ て 、 前 記 主 バ ー ナ を 一 旦 停 止 さ せ た 後 、 再 度 燃 焼 を 開 始 す る に は 、 少 な く と も プ
レ パ ー ジ を 行 う 必 要 が あ り 、 前 記 主 バ ー ナ を 停 止 さ せ て か ら 再 度 燃 焼 さ せ る ま で に は 、 プ
レ パ ー ジ に 要 す る 時 間 ま た は プ レ パ ー ジ と ポ ス ト パ ー ジ を 合 わ せ た 時 間 が 必 要 と な る 。 そ
の た め 、 蒸 気 使 用 機 器 が 通 常 よ り 多 量 の 蒸 気 を 消 費 す る 状 態 で は 、 プ レ パ ー ジ や ポ ス ト パ
ー ジ を 行 う こ と に よ る 時 間 遅 れ に よ り 、 負 荷 に 追 随 で き な く な る と 云 う 問 題 が あ っ た 。 ま
た 、 プ レ パ ー ジ や ポ ス ト パ ー ジ を 行 う こ と に よ り 、 前 記 ボ イ ラ 内 の 熱 が 排 出 さ れ る た め 、
熱 損 失 が 増 加 し 、 前 記 ボ イ ラ の 効 率 が 低 下 す る と 云 う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 前 記 ボ イ ラ の 負 荷 に 対 す る 追 従 性 （ 以 下 、 「 負 荷 追 従 性 」 と 云 う ） や 、 前 記 ボ イ
ラ の 効 率 が 低 下 す る と 云 う 問 題 を 解 消 す る た め 、 つ ぎ の よ う な 燃 焼 制 御 方 法 が 提 案 さ れ て
い る 。 す な わ ち 、 負 荷 に よ る 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 後 、 前 記 ボ イ ラ に お け る 最 小 燃 焼 量 時 の
送 風 量 よ り も 少 な い 送 風 量 で ポ ス ト パ ー ジ を 行 い な が ら 待 機 し 、 負 荷 要 求 が あ っ た と き に
は 、 プ レ パ ー ジ を 省 略 し て 、 前 記 主 バ ー ナ の 燃 焼 を 開 始 さ せ る よ う に し た 燃 焼 制 御 方 法 （
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た と え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） で あ る 。 し か し 、 こ の 燃 焼 制 御 方 法 に お い て は 、 ポ ス ト パ
ー ジ が 所 定 時 間 以 上 継 続 さ れ ず 、 前 記 ボ イ ラ 内 の 掃 気 が 終 了 し て い な い 場 合 に は 、 プ レ パ
ー ジ を 行 っ て か ら 前 記 主 バ ー ナ の 燃 焼 を 開 始 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 こ の 燃 焼 制 御 方
法 に お い て は 、 負 荷 要 求 に 対 す る 追 従 性 （ 以 下 、 「 負 荷 追 従 性 」 と 云 う ） の 向 上 に 支 障 が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 前 記 の よ う な 負 荷 追 従 性 や 効 率 低 下 の 問 題 を 解 消 す る た め 、 つ ぎ の よ う な 燃 焼 制 御
方 法 も 提 案 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 後 、 前 記 ボ イ ラ の 負 荷 に 応 じ て 、
前 記 主 バ ー ナ へ の 点 火 用 の 小 容 量 の バ ー ナ （ 以 下 、 「 点 火 用 バ ー ナ 」 と 云 う ） を 継 続 し て
作 動 さ せ る よ う に し た 燃 焼 制 御 方 法 （ た と え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） で あ る 。 し か し 、 こ
の 燃 焼 制 御 方 法 に お い て は 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 も 前 記 点 火 用 バ ー ナ へ 燃 焼 用 空 気 を 供
給 す る た め 、 前 記 主 バ ー ナ の 燃 焼 時 の 送 風 量 で 送 風 機 を 作 動 さ せ て お く 必 要 が あ る 。 そ の
た め 、 こ の 燃 焼 制 御 方 法 に お い て は 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ が 必 要 と す る 以 上 の 燃 焼 用 空 気 が
供 給 さ れ る こ と と な り 、 結 果 と し て 前 記 ボ イ ラ 内 の 熱 が 排 出 さ れ る た め 、 熱 損 失 が 増 加 し
、 前 記 ボ イ ラ の 効 率 が 低 下 す る と 云 う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － １ ６ ９ ９ ０ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ５ － ２ ３ １ ６ ４ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 ボ イ ラ の 負 荷 追 従 性 を 一 層 向 上 さ せ る と と も に 、 主
バ ー ナ の 停 止 中 に お け る 熱 損 失 を 一 層 低 減 さ せ 、 さ ら に 点 火 用 バ ー ナ の 燃 焼 の 安 定 化 を 達
成 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 主 バ
ー ナ ， こ の 主 バ ー ナ の 点 火 用 バ ー ナ お よ び 前 記 各 バ ー ナ へ 燃 焼 用 空 気 を 供 給 す る 送 風 機 を
備 え 、 負 荷 に 応 じ て 前 記 主 バ ー ナ の 燃 焼 量 を 調 整 す る ボ イ ラ の 燃 焼 制 御 方 法 に お い て 、 前
記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ を 作 動 さ せ る と と も に 、 前 記 送 風 機 を 前 記 主 バ ー
ナ の 最 小 燃 焼 量 時 の 送 風 量 よ り も 少 な い 送 風 量 で 作 動 さ せ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 主 バ ー ナ ， こ の 主 バ ー ナ の 点 火 用 バ ー ナ ， 前 記 各 バ ー ナ へ 燃 焼
用 空 気 を 供 給 す る 送 風 機 ， 前 記 送 風 機 か ら 前 記 主 バ ー ナ へ の 第 一 空 気 流 路 お よ び 前 記 送 風
機 か ら 前 記 点 火 用 バ ー ナ へ の 第 二 空 気 流 路 を 備 え 、 負 荷 に 応 じ て 前 記 主 バ ー ナ の 燃 焼 量 を
調 整 す る ボ イ ラ の 燃 焼 制 御 方 法 に お い て 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ を 作
動 さ せ る と と も に 、 前 記 送 風 機 を 前 記 主 バ ー ナ の 最 小 燃 焼 量 時 の 送 風 量 よ り 少 な い 送 風 量
で 作 動 さ せ 、 前 記 第 一 空 気 流 路 を 絞 る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 主 バ ー ナ と 、 こ の 主 バ ー ナ の 点 火 用 バ ー ナ と 、 前 記 各
バ ー ナ へ 燃 焼 用 空 気 を 供 給 す る 送 風 機 と 、 前 記 送 風 機 か ら 前 記 主 バ ー ナ へ 燃 焼 用 空 気 を 供
給 す る 第 一 空 気 流 路 と 、 前 記 送 風 機 か ら 前 記 点 火 用 バ ー ナ へ 燃 焼 用 空 気 を 供 給 す る 第 二 空
気 流 路 と 、 前 記 第 一 空 気 流 路 に 設 け ら れ た 絞 り 手 段 と 、 前 記 送 風 機 の 送 風 量 調 整 手 段 と 、
前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 送 風 量 調 整 手 段 に よ っ て 前 記 送 風 機 を 前 記 主 バ ー ナ の 最 小 燃
焼 量 時 の 送 風 量 よ り 少 な い 送 風 量 で 作 動 さ せ る と と も に 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ を 作 動 さ せ 、
前 記 絞 り 手 段 を 前 記 第 一 空 気 流 路 を 絞 る よ う に 作 動 さ せ る 制 御 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
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つ ぎ に 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 発 明 は 、 主 バ ー ナ ， こ の 主 バ ー ナ
の 点 火 用 バ ー ナ お よ び 前 記 各 バ ー ナ へ 燃 焼 用 空 気 を 供 給 す る 送 風 機 を 備 え 、 負 荷 に 応 じ て
前 記 主 バ ー ナ の 燃 焼 量 を 調 整 す る ボ イ ラ に お い て 好 適 に 実 施 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ
の 発 明 は 、 と く に 前 記 送 風 機 か ら 前 記 主 バ ー ナ へ の 第 一 空 気 流 路 お よ び 前 記 送 風 機 か ら 前
記 点 火 用 バ ー ナ へ の 第 二 空 気 流 路 を 備 え た ボ イ ラ に お い て 好 適 に 実 施 す る こ と が で き る 。
こ こ に お い て 、 前 記 ボ イ ラ に は 、 蒸 気 ボ イ ラ ， 温 水 ボ イ ラ ， 排 熱 ボ イ ラ な ど の ボ イ ラ の ほ
か 、 給 湯 器 ， 吸 収 式 冷 凍 機 の 再 熱 器 な ど を 含 ん で い る 。 ま た 、 こ の 発 明 を 適 用 す る ボ イ ラ
に お い て 、 前 記 主 バ ー ナ の 最 小 燃 焼 量 は 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ 燃 焼 量 よ り も よ り 多 い も の と
す る 。 ま た 、 前 記 主 バ ー ナ の 燃 焼 量 の 調 整 は 、 最 大 燃 焼 量 と 最 小 燃 焼 量 と の 間 で 連 続 的 に
行 わ れ る 場 合 と 、 段 階 的 に 行 わ れ る 場 合 と が あ る 。 前 記 主 バ ー ナ の 燃 焼 量 の 調 整 が 段 階 的
に 行 わ れ る 場 合 、 前 記 主 バ ー ナ は 、 燃 焼 と 停 止 の 二 段 階 で 燃 焼 量 を 調 整 す る 二 位 置 式 の 燃
焼 制 御 や 、 高 燃 焼 ， 低 燃 焼 お よ び 停 止 の 三 段 階 で 燃 焼 量 を 調 整 す る 三 位 置 式 の 燃 焼 制 御 な
ど の 多 位 置 式 の 燃 焼 制 御 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま ず 、 こ の 発 明 の 燃 焼 制 御 方 法 の 第 一 の 実 施 形 態 は 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 点 火 用
バ ー ナ を 作 動 さ せ る と と も に 、 前 記 送 風 機 を 前 記 主 バ ー ナ の 最 小 燃 焼 量 時 の 送 風 量 よ り も
少 な い 送 風 量 で 作 動 さ せ る 燃 焼 制 御 方 法 で あ る 。 す な わ ち 、 前 記 ボ イ ラ の 運 転 開 始 後 、 前
記 ボ イ ラ の 負 荷 に 応 じ て 、 前 記 主 バ ー ナ を 停 止 さ せ た と き （ す な わ ち 、 前 記 主 バ ー ナ が 待
機 状 態 と な っ た と き ） 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ を 作 動 状 態 と す る と と も に 、 前 記 送 風 機 の 送 風
量 を 前 記 主 バ ー ナ の 最 小 燃 焼 量 時 の 送 風 量 よ り も 少 な い 送 風 量 （ 以 下 、 「 待 機 時 送 風 量 」
と 云 う ） に 調 整 し 、 こ の 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ こ に お い て 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ は 、 前 記 ボ イ ラ の 運 転 開 始 時 、 前 記 主 バ ー ナ を 最 初 に 燃
焼 さ せ る 際 に 点 火 し 、 以 後 、 前 記 主 バ ー ナ の 燃 焼 中 ， 停 止 中 に 拘 わ ら ず 、 作 動 さ せ て お く
こ と も で き る 。 ま た 、 前 記 主 バ ー ナ の 最 小 燃 焼 量 時 と は 、 前 記 主 バ ー ナ の 燃 焼 制 御 上 、 も
っ と も 少 な い 燃 焼 量 で あ る 。 た と え ば 、 前 記 主 バ ー ナ が 、 三 位 置 制 御 式 の 燃 焼 制 御 の 場 合
、 前 記 最 小 燃 焼 量 は 、 前 記 低 燃 焼 時 の 燃 焼 量 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 第 一 の 実 施 形 態 に よ る と 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ を 作 動 さ せ る こ
と に よ り 、 前 記 各 バ ー ナ が 同 時 に 停 止 し た 状 態 が な く な る た め 、 プ レ パ ー ジ や ポ ス ト パ ー
ジ を 行 う 必 要 が な く な る 。 そ の た め 、 前 記 主 バ ー ナ を 再 度 燃 焼 さ せ る 場 合 に は 、 プ レ パ ー
ジ や ポ ス ト パ ー ジ を 行 う こ と な く 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ か ら 即 座 に 点 火 す る こ と が で き 、 前
記 ボ イ ラ の 負 荷 追 従 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 こ の 第 一 の 実 施 形 態 に よ る と 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 送 風 機 の 送 風 量 を 前 記
待 機 時 送 風 量 で 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 ボ イ ラ か ら 燃 焼 用 空 気 と と も に 排 出 さ れ る 前
記 ボ イ ラ 内 の 熱 が 少 な く な る の で 、 熱 損 失 が 減 少 し 、 前 記 ボ イ ラ の 効 率 の 低 下 を 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
つ ぎ に 、 こ の 発 明 の 燃 焼 制 御 方 法 の 第 二 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 第 二 の 実 施 形
態 の 燃 焼 制 御 方 法 は 、 前 記 第 一 の 実 施 形 態 の 燃 焼 制 御 方 法 に お い て 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ の
燃 焼 の 安 定 性 に 障 害 が 生 じ る 場 合 に 好 適 な 燃 焼 制 御 で あ る 。 こ の 第 二 実 施 形 態 の 燃 焼 制 御
方 法 は 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ を 作 動 さ せ る と と も に 、 前 記 送 風 機 を
前 記 待 機 時 送 風 量 で 作 動 さ せ 、 前 記 第 一 空 気 流 路 を 絞 る よ う に し た 燃 焼 制 御 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
す な わ ち 、 こ の 第 二 の 実 施 形 態 に お い て は 、 前 記 第 一 の 実 施 形 態 に お け る 制 御 内 容 に 加 え
、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 第 一 空 気 流 路 を 絞 る よ う に し て い る 。 こ こ に お い て 、 前 記
第 一 空 気 流 路 を 絞 る と は 、 前 記 第 一 空 気 流 路 の 流 路 断 面 積 を 減 少 さ せ る と 云 う 意 味 で あ っ
て 、 前 記 第 一 空 気 流 路 を 閉 鎖 す る 場 合 も 含 ん で い る 。 ま た 、 前 記 第 一 空 気 流 路 を 絞 る と き
、 前 記 第 二 空 気 流 路 は 、 絞 ら な い 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
さ て 、 こ の 第 二 の 実 施 形 態 に お い て は 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 第 一 空 気 流 路 を 絞 る
こ と に よ り 、 前 記 送 風 機 か ら 前 記 第 一 空 気 流 路 へ の 燃 焼 用 空 気 の 流 入 量 を 減 少 さ せ 、 そ の
分 、 前 記 送 風 機 か ら 前 記 第 二 空 気 流 路 へ の 燃 焼 用 空 気 の 流 入 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る
。 そ の た め 、 前 記 送 風 機 か ら の 送 風 量 を 前 記 待 機 時 送 風 量 に 減 少 さ せ て も 、 前 記 点 火 用 バ
ー ナ の 燃 焼 に 必 要 な 量 の 燃 焼 用 空 気 を 前 記 点 火 用 バ ー ナ へ 供 給 す る こ と が で き る の で 、 前
記 点 火 用 バ ー ナ を 安 定 し て 燃 焼 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 前 記 ボ イ ラ の 負 荷 に 応
じ て 、 前 記 主 バ ー ナ を 再 度 燃 焼 さ せ る と き に は 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ に よ っ て 前 記 主 バ ー ナ
を 確 実 に 点 火 す る こ と が で き る の で 、 前 記 ボ イ ラ の 負 荷 追 従 性 を 確 実 に 向 上 さ せ る こ と が
で き る 。 ま た 、 こ の 第 二 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 第 一 空 気 流 路
へ の 燃 焼 用 空 気 の 流 入 量 は 、 前 記 待 機 時 送 風 量 よ り 少 な く な る の で 、 熱 損 失 を さ ら に 減 少
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
す な わ ち 、 こ の 第 二 の 実 施 形 態 に お い て は 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ を
安 定 し て 燃 焼 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 ボ イ ラ の 負 荷 追 従 性 を 確 実 に 向 上 さ せ る こ と が で き
る と と も に 、 前 記 ボ イ ラ の 熱 効 率 の 低 下 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
つ ぎ に 、 こ の 発 明 の 燃 焼 制 御 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 発 明 の 燃 焼 制 御 装 置 は 、 前 記 主
バ ー ナ ， 前 記 点 火 用 バ ー ナ ， 前 記 送 風 機 ， 前 記 第 一 空 気 流 路 ， 前 記 第 二 空 気 流 路 ， 前 記 第
一 空 気 流 路 に 設 け ら れ た 絞 り 手 段 ， 前 記 送 風 機 の 送 風 量 調 整 手 段 お よ び 制 御 手 段 を 備 え て
い る 。 こ こ に お い て 、 前 記 絞 り 手 段 は 、 前 記 第 一 空 気 流 路 の 流 路 断 面 積 を 減 少 さ せ る 手 段
で あ っ て 、 具 体 的 に は 、 ダ ン パ な ど の 流 路 断 面 積 を 絞 る 公 知 の 手 段 で あ る 。 前 記 絞 り 手 段
は 、 実 施 に 応 じ て 前 記 第 一 空 気 流 路 を 閉 鎖 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記
送 風 量 調 整 手 段 は 、 前 記 送 風 機 の 回 転 数 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 前 記 送 風 機 か ら の 送 風
量 を 調 整 す る 手 段 で あ っ て 、 具 体 的 に は 、 イ ン バ ー タ 装 置 や 電 圧 調 整 器 な ど で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 送 風 機 を 前 記 待 機 時 送 風 量 で 作 動 さ せ る と
と も に 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ を 作 動 さ せ 、 前 記 絞 り 手 段 に よ っ て 前 記 第 一 空 気 流 路 を 絞 る 機
能 を 備 え て い る 。 こ の 機 能 は 、 前 記 制 御 手 段 に ソ フ ト ウ ェ ア と し て 記 憶 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 燃 焼 制 御 装 置 に お い て は 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ を 作 動 さ せ る こ
と に よ り 、 前 記 各 バ ー ナ が 同 時 に 停 止 し た 状 態 が な く な る た め 、 プ レ パ ー ジ や ポ ス ト パ ー
ジ を 行 う 必 要 が な く な る 。 そ の た め 、 前 記 主 バ ー ナ を 再 度 燃 焼 さ せ る 場 合 に は 、 前 記 点 火
用 バ ー ナ に よ っ て 即 座 に 前 記 主 バ ー ナ へ 点 火 す る こ と が で き 、 前 記 ボ イ ラ の 負 荷 追 従 性 を
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 前 記 燃 焼 制 御 装 置 に お い て は 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、 前 記 送 風 量 調 整 手 段 に よ っ
て 前 記 送 風 機 を 前 記 待 機 時 送 風 量 で 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 熱 損 失 が 減 少 し 、 前 記 ボ イ ラ
の 効 率 の 低 下 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 前 記 燃 焼 制 御 装 置 に お い て は 、 前 記 主 バ
ー ナ の 停 止 中 、 前 記 絞 り 手 段 に よ っ て 、 前 記 第 一 空 気 流 路 を 絞 る こ と に よ り 、 前 記 送 風 機
か ら 前 記 第 一 空 気 流 路 へ の 燃 焼 用 空 気 の 流 入 量 を 減 少 さ せ 、 そ の 分 、 前 記 送 風 機 か ら 前 記
第 二 空 気 流 路 へ の 燃 焼 用 空 気 の 流 入 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た め 、 前 記 送 風 機
の 送 風 量 を 前 記 待 機 時 送 風 量 に 減 少 さ せ て も 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ に 必 要 な 量 の 燃 焼 用 空 気
を 前 記 点 火 用 バ ー ナ へ 供 給 す る こ と が で き る の で 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ を 安 定 し て 燃 焼 さ せ
る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 前 記 ボ イ ラ の 負 荷 に 応 じ て 、 前 記 主 バ ー ナ を 再 度 燃 焼 さ せ
る 場 合 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ に よ っ て 前 記 主 バ ー ナ を 確 実 に 点 火 す る こ と が で き る の で 、 前
記 ボ イ ラ の 負 荷 追 従 性 を 確 実 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 、
前 記 第 一 空 気 流 路 へ の 燃 焼 用 空 気 の 流 入 量 は 、 前 記 待 機 時 送 風 量 よ り も 少 な く な る の で 、
熱 損 失 を さ ら に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 の 燃 焼 制 御 方 法 お よ び 装 置 に よ れ ば 、 前 記 ボ イ ラ の 負 荷 追 従 性 を
一 層 向 上 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 前 記 主 バ ー ナ の 停 止 中 に お け る 熱 損 失 を 一 層 低 減
さ せ る こ と が で き る 。 し か も 、 こ の 発 明 の 燃 焼 制 御 方 法 お よ び 装 置 に よ れ ば 、 前 記 点 火 用
バ ー ナ の 燃 焼 の 安 定 化 を 達 成 す る こ と が で き る の で 、 前 記 ボ イ ラ の 負 荷 追 従 性 を 確 実 に 向
上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 こ の 発 明 の 具 体 的 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 こ の 発 明 の 燃
焼 制 御 装 置 の 一 実 施 例 の 概 略 構 成 図 で あ り 、 ま た 図 ２ は 、 こ の 発 明 の 燃 焼 制 御 方 法 の タ イ
ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。 こ こ で 、 こ の 実 施 例 の ボ イ ラ は 、 蒸 気 ボ イ ラ で あ っ て 、 主 バ ー ナ
の 燃 焼 量 を 高 燃 焼 ， 低 燃 焼 お よ び 停 止 の 三 位 置 で 制 御 す る ， い わ ゆ る 三 位 置 制 御 式 の 燃 焼
制 御 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま ず 、 図 １ を 参 照 し な が ら 、 ボ イ ラ の 基 本 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ に お い て 、 ボ イ ラ
１ は 、 多 数 の 伝 熱 管 ２ ， ２ ， ・ ・ ・ を 有 す る 缶 体 ３ と 、 主 バ ー ナ ４ と 、 主 バ ー ナ ４ へ の 点
火 用 の 小 容 量 の バ ー ナ （ 以 下 、 「 点 火 用 バ ー ナ 」 と 云 う ） ５ と 、 前 記 各 バ ー ナ ４ ， ５ へ 燃
焼 用 空 気 を 供 給 す る た め の 送 風 機 ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
前 記 缶 体 ３ 内 に は 、 前 記 主 バ ー ナ ４ か ら の 燃 料 ガ ス を 燃 焼 さ せ な が ら 、 前 記 各 伝 熱 管 ２ 内
の 水 と の 熱 交 換 を 行 う た め の ガ ス 通 路 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 前 記 ガ ス 通 路 ７
の 一 端 部 （ 図 １ の 左 側 端 部 ） に は 、 前 記 主 バ ー ナ ４ が 設 け ら れ て お り 、 ま た 前 記 ガ ス 通 路
７ の 他 端 部 （ 図 １ の 左 側 端 部 ） は 、 排 ガ ス 出 口 ８ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
前 記 主 バ ー ナ ４ は 、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 平 面 状 の 燃 焼 面 （ 予 混 合 気 の 噴 出 面 ） を 有 す
る 完 全 予 混 合 式 の バ ー ナ で あ る 。 前 記 主 バ ー ナ ４ と 前 記 送 風 機 ６ と の 間 に は 、 前 記 送 風 機
６ か ら の 燃 焼 用 空 気 を 前 記 主 バ ー ナ ４ へ 供 給 す る た め の 第 一 空 気 流 路 ９ が 設 け ら れ て い る
。 こ の 第 一 空 気 流 路 ９ に は 、 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ の 流 路 断 面 積 を 調 整 す る 絞 り 手 段 と し て
の ダ ン パ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の ダ ン パ １ ０ は 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 燃 焼 時 に は 、 図 １
に 点 線 で 示 す 燃 焼 位 置 Ａ に 制 御 さ れ 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 点 火 時 に は 、 図 １ に 実 線 で 示 す 点
火 位 置 Ｂ に 制 御 さ れ る 。 こ こ で 、 前 記 ダ ン パ １ ０ が 前 記 点 火 位 置 Ｂ に あ る と き は 、 前 記 燃
焼 位 置 Ａ に 比 べ 、 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ の 流 路 断 面 積 が 絞 ら れ る こ と と な る 。 ま た 、 前 記 主
バ ー ナ ４ に は 、 前 記 主 バ ー ナ ４ へ 燃 料 ガ ス を 供 給 す る た め の 第 一 燃 料 供 給 ラ イ ン （ 図 示 省
略 ） が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ は 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 近 傍 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 実 施 例 で は 、 前 記
主 バ ー ナ ４ の 燃 焼 面 の 上 端 側 に 設 け ら れ て い る 。 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ と 前 記 送 風 機 ６ と の
間 に は 、 前 記 送 風 機 ６ か ら の 燃 焼 用 空 気 を 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ へ 供 給 す る た め の 第 二 空 気
流 路 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ に は 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ へ 燃 料
ガ ス を 供 給 す る た め の 第 二 燃 料 供 給 ラ イ ン （ 図 示 省 略 ） が 接 続 さ れ て い る 。 こ こ に お い て
、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ の 燃 焼 量 は 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 燃 焼 量 の 約 １ ％ ～ ５ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
前 記 送 風 機 ６ に は 、 送 風 量 調 整 手 段 と し て の イ ン バ ー タ 装 置 １ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の
イ ン バ ー タ 装 置 １ ２ は 、 前 記 送 風 機 ６ へ の 供 給 電 力 の 周 波 数 を 調 整 し 、 前 記 送 風 機 ６ の 回
転 数 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 送 風 量 を 調 整 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ し て 、 前 記 送 風 機 ６ ， 前 記 ダ ン パ １ ０ お よ び 前 記 イ ン バ ー タ 装 置 １ ２ は 、 回 線 １ ３ を 介
し て そ れ ぞ れ 制 御 器 １ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 制 御 器 １ ４ は 、 前 記 ボ イ ラ １ の 負 荷 に 基
づ い て 、 前 記 送 風 機 ６ ， 前 記 ダ ン パ １ ０ お よ び 前 記 イ ン バ ー タ 装 置 １ ２ を 制 御 す る と と も
に 、 前 記 各 燃 料 供 給 ラ イ ン か ら 前 記 各 バ ー ナ ４ ， ５ へ の ガ ス 燃 料 の 供 給 を 制 御 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 制 御 内 容 は 、 前 記 制 御 器 １ ４ に ソ フ ト ウ ェ ア と し て 記 憶 さ せ て
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あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 の 構 成 に お い て 、 前 記 制 御 器 １ ４ に よ る 前 記 ボ イ ラ １ の 概 略 動 作 は 、 以 下 の 通 り で あ
る 。 ま ず 、 前 記 ボ イ ラ １ を 起 動 す る 際 に は 、 前 記 送 風 機 ６ を 起 動 さ せ 、 プ レ パ ー ジ を 行 う
。 こ の プ レ パ ー ジ は 、 前 記 送 風 機 ６ を 前 記 主 バ ー ナ ４ の 高 燃 焼 量 に 対 応 す る 送 風 量 （ 以 下
、 「 高 燃 焼 時 送 風 量 」 と 云 う ） で 作 動 さ せ 、 前 記 ダ ン パ １ ０ を 前 記 燃 焼 位 置 Ａ と し た 状 態
で 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
プ レ パ ー ジ 終 了 後 、 前 記 主 バ ー ナ ４ へ の 点 火 を 行 う 際 に は 、 ま ず 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ の 点
火 を 行 う 。 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ の 点 火 は 、 前 記 送 風 機 ６ を 前 記 高 燃 焼 時 送 風 量 と し 、 前 記
ダ ン パ １ ０ を 前 記 点 火 位 置 Ｂ へ 移 動 さ せ た 状 態 で 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ へ 燃 料 ガ ス を 供 給
し 、 点 火 手 段 （ 図 示 省 略 ） を 作 動 さ せ る こ と に よ っ て 行 う 。 つ ぎ に 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５
を 点 火 さ せ た 後 、 前 記 主 バ ー ナ ４ へ 燃 料 ガ ス を 供 給 す る こ と に よ り 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 点
火 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ し て 、 前 記 主 バ ー ナ ４ へ 点 火 し て か ら 、 所 定 時 間 経 過 後 、 前 記 送 風 機 ６ を 前 記 主 バ ー ナ
４ の 低 燃 焼 量 に 対 応 す る 送 風 量 （ 以 下 、 「 低 燃 焼 時 送 風 量 」 と 云 う ） で 作 動 さ せ る と と も
に 、 前 記 ダ ン パ １ ０ の 位 置 を 前 記 燃 焼 位 置 Ａ と す る 。 そ し て 、 こ れ 以 後 、 前 記 ダ ン パ １ ０
を 前 記 燃 焼 位 置 Ａ と し た 状 態 の ま ま 、 前 記 ボ イ ラ １ の 負 荷 に 応 じ て 、 前 記 送 風 機 ６ の 送 風
量 お よ び 前 記 主 バ ー ナ ４ へ の 燃 焼 量 を 調 整 す る こ と に よ り 、 前 記 主 バ ー ナ ４ を 高 燃 焼 ， 低
燃 焼 お よ び 停 止 の 三 位 置 で 制 御 す る 。 こ こ で 、 前 記 主 バ ー ナ ４ は 、 前 記 ボ イ ラ １ の 運 転 を
停 止 さ せ る ま で は 、 停 止 し た 状 態 と な っ て い て も 、 前 記 ボ イ ラ １ の 負 荷 に 応 じ て 、 燃 焼 を
再 開 す る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 前 記 主 バ ー ナ ４ は 、 負 荷 要 求 に 基 づ く 燃 焼 再 開 の
た め の 待 機 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ し て 、 前 記 ボ イ ラ １ の 運 転 を 終 了 す る 際 に は 、 運 転 停 止 ス イ ッ チ （ 図 示 省 略 ） の 操 作 に
よ り 、 ま ず 前 記 各 バ ー ナ ４ ， ５ へ の 燃 料 ガ ス の 供 給 を 停 止 し 、 前 記 ダ ン パ １ ０ を 前 記 燃 焼
位 置 Ａ と し た 状 態 で 、 前 記 送 風 機 ６ を 前 記 高 燃 焼 時 送 風 量 で 所 定 時 間 運 転 し 、 ポ ス ト パ ー
ジ を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
つ ぎ に 、 こ の 実 施 例 の 特 徴 部 分 に つ い て 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し な が ら 前 記 制 御 器 １ ４
の 制 御 内 容 と と も に 説 明 す る 。 こ の 特 徴 部 分 の 制 御 内 容 も 、 前 記 制 御 器 １ ４ に ソ フ ト ウ ェ
ア と し て 記 憶 さ せ て あ る 。 こ の 制 御 内 容 は 、 前 記 主 バ ー ナ ４ が 待 機 状 態 の と き 、 前 記 送 風
機 ６ を 前 記 低 燃 焼 時 送 風 量 よ り 少 な い 送 風 量 （ 以 下 、 「 待 機 時 送 風 量 」 と 云 う ） で 作 動 さ
せ る と と も に 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ を 作 動 さ せ 、 前 記 ダ ン パ １ ０ に よ っ て 前 記 第 一 空 気 流
路 ９ を 絞 る こ と で あ る 。 以 下 、 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま ず 、 こ の 実 施 例 に お い て 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 ボ イ ラ １ の
運 転 を 開 始 し 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ を 点 火 し た 後 は 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 作 動 状 態 に 拘 わ ら
ず 、 前 記 ボ イ ラ １ の 運 転 を 終 了 さ せ る と き ま で 継 続 し て 作 動 さ せ る よ う に し て い る 。 ま た
、 前 記 待 機 用 送 風 量 は 、 前 記 の よ う に 、 前 記 低 燃 焼 時 送 風 量 よ り 少 な い 送 風 量 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の よ う に 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 待 機 中 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ を 継 続 し て 作 動 さ せ る こ と に
よ り 、 前 記 各 バ ー ナ ４ ， ５ が 同 時 に 停 止 し た 状 態 が な く な る た め 、 プ レ パ ー ジ や ポ ス ト パ
ー ジ を 行 う 必 要 が な く な る 。 そ の た め 、 前 記 主 バ ー ナ ４ を 再 度 燃 焼 さ せ る 場 合 に は 、 前 記
点 火 用 バ ー ナ ５ に よ っ て 前 記 主 バ ー ナ ４ を 即 座 に 点 火 す る こ と が で き 、 前 記 ボ イ ラ １ の 負
荷 追 従 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 待 機 中 、 前 記 送 風 機 ６ を 前
記 待 機 用 送 風 量 で 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 ボ イ ラ １ か ら 燃 焼 用 空 気 と と も に 排 出 さ れ
る 前 記 ボ イ ラ １ 内 の 熱 が 少 な く な る の で 、 熱 損 失 が 減 少 し 、 前 記 ボ イ ラ １ の 効 率 の 低 下 を
防 止 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 待 機 中 、 前 記 ダ ン パ １ ０ を 前 記 点 火 位 置
Ｂ と す る こ と に よ り 、 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ の 流 路 断 面 積 を 絞 る よ う に し て い る 。 こ の よ う
に 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 待 機 中 、 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ の 流 路 断 面 積 を 絞 る と 、 前 記 第 一 空 気
流 路 ９ 側 の 圧 損 が 増 加 す る の で 、 前 記 送 風 機 ６ か ら 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ へ の 燃 焼 用 空 気 の
流 入 量 が 減 少 し 、 こ の 減 少 分 、 前 記 送 風 機 ６ か ら 前 記 第 二 空 気 流 路 １ １ へ の 燃 焼 用 空 気 の
流 入 量 が 増 加 す る 。 そ の た め 、 前 記 送 風 機 ６ の 送 風 量 を 前 記 待 機 時 送 風 量 に 減 少 さ せ て も
、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ の 燃 焼 に 必 要 な 量 の 燃 焼 用 空 気 を 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ へ 供 給 す る こ
と が で き る の で 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ を 安 定 し て 燃 焼 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
し た が っ て 、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 前 記 ボ イ ラ １ の 負 荷 に 応 じ て 、 前 記 主 バ ー ナ ４ を 再
度 燃 焼 さ せ る 際 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ に よ っ て 前 記 主 バ ー ナ ４ を 確 実 に 点 火 す る こ と が で
き る の で 、 前 記 ボ イ ラ １ の 負 荷 追 従 性 を 確 実 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 実 施
例 に お い て 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 停 止 中 、 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ へ の 燃 焼 用 空 気 の 流 入 量 は 、
前 記 待 機 時 送 風 量 よ り も 少 な く な る の で 、 熱 損 失 を さ ら に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 待 機 時 、 前 記 ダ ン パ １ ０ を 前 記 点 火 位 置
Ｂ と す る こ と に よ り 、 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ を 絞 っ て い る 。 す な わ ち 、 前 記 ダ ン パ １ ０ の 既
存 の 構 成 を 利 用 し て 、 こ の 発 明 を 実 施 し て い る 。 そ の た め 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 待 機 時 、 前
記 第 一 空 気 流 路 ９ を 絞 る た め の 装 置 を 別 個 に 設 け る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ こ に お い て 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 待 機 時 に お け る 前 記 送 風 機 ６ か ら の 送 風 量 ， す な わ ち 前
記 待 機 時 送 風 量 は 、 つ ぎ の よ う に 設 定 す る 。 す な わ ち 、 前 記 待 機 時 送 風 量 は 、 前 記 ダ ン パ
１ ０ に よ っ て 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ を 絞 っ た と き 、 前 記 第 二 流 路 １ １ へ 流 入 す る 燃 焼 用 空 気
の 量 が 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ を 安 定 し て 燃 焼 さ せ る こ と が で き る 燃 焼 用 空 気 の 量 と 同 等 か 、
そ れ よ り も 若 干 多 く な る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ こ に お い て 、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 前 記 主 バ ー ナ ４ の 待 機 時 、 前 記 ダ ン パ １ ０ に よ っ
て 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ を 絞 る 際 、 前 記 ダ ン パ １ ０ を 前 記 点 火 位 置 Ｂ と し て い る が 、 こ の 発
明 は 、 こ の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 す な わ ち 、 実 施 に 応 じ て 、 図 １ お よ び 図 ２
に 示 す よ う に 、 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ を 閉 鎖 す る 閉 鎖 位 置 （ 図 １ に 二 点 鎖 線 示 ） Ｃ ま で 絞 る
よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 前 記 第 一 空 気 流 路 ９ が 閉 鎖 さ れ る の で 、 前 記 送
風 機 ６ か ら の 燃 焼 用 空 気 は 全 て 前 記 第 二 空 気 流 路 １ １ へ 供 給 さ れ る こ と と な り 、 前 記 ボ イ
ラ １ か ら 燃 焼 用 空 気 と と も に 排 出 さ れ る 前 記 ボ イ ラ １ 内 の 熱 が 一 層 少 な く な る の で 、 前 記
ボ イ ラ １ の 効 率 の 低 下 を 一 層 抑 え る こ と が で き る 。 こ こ に お い て 、 前 記 送 風 機 ６ か ら の 送
風 量 ， す な わ ち 待 機 時 送 風 量 は 、 前 記 点 火 用 バ ー ナ ５ を 安 定 し て 燃 焼 さ せ る こ と が で き る
燃 焼 用 空 気 の 量 と 同 等 か 、 そ れ よ り も 若 干 多 く な る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 ボ イ ラ の 負 荷 追 従 性 を 一 層 向 上 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 バ ー ナ
停 止 中 に お け る 熱 損 失 を 一 層 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 し か も 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 点 火
用 バ ー ナ の 燃 焼 の 安 定 化 を 達 成 す る こ と が で き る の で 、 負 荷 追 従 性 を 確 実 に 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 燃 焼 制 御 装 置 の 一 実 施 例 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 燃 焼 制 御 方 法 の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ボ イ ラ
４ 　 主 バ ー ナ
５ 　 点 火 用 バ ー ナ
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６ 　 送 風 機
９ 　 第 一 空 気 流 路
１ ０ 　 ダ ン パ （ 絞 り 手 段 ）
１ １ 　 第 二 空 気 流 路
１ ２ 　 イ ン バ ー タ 装 置 （ 送 風 量 調 整 手 段 ）
１ ４ 　 制 御 装 置 （ 制 御 手 段 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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